
医療施設におけるバイオセーフティ

病院における感染対策
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●はじめに 病院建築の「安全」とは
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・医療従事者
→医師、看護師
→技師、薬剤師等の専門職員

・事務員、施設管理者など

・患者 ⇒感染患者
⇒感染疑い患者
⇒易感染性患者
⇒その他の患者

・家族、見舞来訪者など 不特定多数

施設勤務

病院の利用者
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・「日常」と「非日常」

・専門家、不特定多数の様々な立場の
施設利用者

のそれぞれに対し対策を行うことが重要

病院の「安全」には、
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●病院の構成と室内環境
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●病院建築の構成部門
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人・モノの動線について
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・病棟部門
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・外来部門

＜医療関係者が新型コロナウイルス感染症に感染する類型＞
①COVID-19と診断または疑われている患者を診察して感染
②COVID-19と診断または疑われていない患者から感染
③市中や医療従事者間での感染

参考：新型コロナウイルス感染症に対する感染管理 改訂2020 年10月2日
国立感染症研究所・国立国際医療研究センター国際感染症センター
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・診療部門
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・供給部門
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●清潔・汚染エリアと空調システム

汚染エリアの明確化
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●清潔・汚染エリアと空調システム
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〇各エリアの必要換気量
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〇清浄度設定（参考例）

※医療加算、各種施設管理基準に基づき設定
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〇室圧制御設定 (参考例）
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Beyond コロナ、変わる病院建築
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病院設計での感染症対策について
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新型コロナウィルス感染症（COVID19）の感染管理

COVID19による「非日常」が長期間継続している



21

COVID-19患者（確定例）

疑似症患者
濃厚接触者

感染症患者の動線計画

感染疑い患者の動線計画

自覚症状のない患者

＜COVID-19に感染する類型＞

Beyondコロナの安全管理

新型感染症のリスクを「日常」とした
病院建築づくり

日常的な感染管理で防御

新型コロナウィルス感染症（COVID19）の感染管理
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Beyond コロナの清潔・汚染管理

陽圧

清潔・汚染エリアの明確化
施設設備状況の見える化

※重症病床不足での対応：HCU、ICU病床の転用

清潔管理区域 ⇒ 感染管理区域

陰圧

汚染エリアの
グレード設定、
運用管理が大切
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〇距離と分離

〇感染防御

〇免疫環境

アフターコロナ 病院設計の3つの視点

新型感染症のリスクを「日常」とした
病院建築づくり

新しい感染管理

+
清潔・汚染エリアの明確化
施設設備状況の見える化
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距離と分離

＜分離できる病棟＞

必要時に分離できる病棟構成
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距離と分離

＜人と人の「距離」の確保＞

IOT等を積極的に活用し、
待合人数削減によって
人と人との距離を確保

連絡用端末
システム
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感染防御

感染リスクを明確化 ⇒ 感染防御策の整理

室圧状況の見える化

  

        

  

  
  

       

    

   

   
  

    

     

       

 

  

    

    

   
  

    

   
   

 

       

      

   
   

  

        

  

   

    
  

   
   

 

       

      
  

   

  

  
  

   
    

  

   
   

     

    

 

    
  

   

  
  

  
  

  

   

  
  

  

   

    
          

   

      

汚染リスクによって空調システムを設定

マノメーター

警報機
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〇感染防御

非接触と自動化

感染リスクと対面コミュニケーション

オープンなスタッフステーション
コミュニケーションの質の確保

簡易シールド
飛沫防御
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〇免疫環境

“免疫環境”とは
免疫力を高める療養環境

窓が広く、自然換気を取り入れた病室

朝
高い照度と色温度で
朝の目覚めをサポート

昼
色温度をやや抑えた

日中の室内

夜

照度と色温度を下げ、
落ち着いた雰囲気

サーカディアン照明

患者に心身の負担をかけず、
本来持っている治癒する力を
引き出す施設環境づくり



29

さいごに

震災等の災害時対策と同様に
どこまで対応していくかを病院と目線合わせを行い、
病院設計に反映していくことが重要

今回のCOVID19の経験を経て

感染症パンデミックを含めた感染管理の対応を
日常・非日常において、
どの程度対応、備えていくか？


